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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年12月期の業績（平成28年１月１日～平成28年12月31日） 

（１）経営成績 （％表示は対前期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年12月期 47,115 4.7 5,197 73.6 5,205 71.3 3,431 76.4 

27年12月期 45,001 8.4 2,994 55.9 3,038 49.8 1,945 90.8 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

28年12月期 173.89 － 16.7 15.7 11.0 

27年12月期 94.64 － 10.3 9.7 6.7 
 
（参考）持分法投資損益 28年12月期 － 百万円   27年12月期 － 百万円 
 
（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年12月期 33,523 21,139 63.1 1,084.91 

27年12月期 32,752 19,894 60.7 967.79 
 
（参考）自己資本 28年12月期 21,139 百万円   27年12月期 19,894 百万円 
 
（３）キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

28年12月期 3,636 5,070 △2,250 10,718 

27年12月期 3,265 △1,926 △307 4,288 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 

純資産 
配当率 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
27年12月期 － 0.00 － 17.50 17.50 359 18.5 1.9 
28年12月期 － 0.00 － 20.00 20.00 389 11.5 1.9 
29年12月期（予想） － － － 20.00 20.00   14.3   

 
 
３．平成29年12月期の業績予想（平成29年１月１日～平成29年12月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 24,190 4.9 2,270 0.2 2,300 6.2 1,570 7.2 80.58 

通期 49,520 5.1 3,950 △24.0 4,000 △23.2 2,720 △20.7 139.60 

 



※  注記事項 

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                ： 無    
 

④  修正再表示                          ： 無    
 

（２）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年12月期 21,452,125 株 27年12月期 21,452,125 株 

②  期末自己株式数 28年12月期 1,967,488 株 27年12月期 895,082 株 

③  期中平均株式数 28年12月期 19,732,240 株 27年12月期 20,557,248 株 

 
 
 
※  監査手続の実施状況に関する表示 

 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品

取引法に基づく財務諸表の監査手続を実施中であります。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、決算短信（添付資料）２ページ「１．経営成績・財政状態に関する分析（１）経営成績に関

する分析」をご覧ください。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

 当事業年度におけるわが国経済は、政府や日銀による経済・金融政策を背景に企業収益が好転し投資や雇用環境は

改善したものの、個人消費の回復は期待したほどではありませんでした。 

 食品業界におきましては、穀物や乳製品等の原料相場が安定していたことと為替が概ね円高で推移したことにより

多くの企業が業績を伸ばしました。また消費者の健康志向が強く、健康を訴求した商品の好調が目立ちました。 

 このような市場環境のもと、当社の主力分野であるチーズ業界におきましては、国際的な乳製品市場の需給バラン

スが緩んだ状態が続き、輸入原料チーズ価格は比較的安価な状況となり、また為替が円高で推移したこともあり調達

環境としては恵まれたものがありました。販売におきましては、「家飲み」の浸透によるおつまみ需要の拡大で販売

量、販売金額が伸長しました。 

 このような情勢のなか、当社といたしましては、食の安全・安心の確保を最重点とし、品質管理体制のさらなる強

化、販売の促進、新製品の開発、コストの低減等に引き続き努めました。 

 その結果、家庭用チーズ製品とチョコレートの売上が順調に推移したことから、売上高につきましては、471億１

千５百万円（前年同期比104.7%）、営業利益は51億９千７百万円（前年同期比173.6%）、経常利益は52億５百万円

（前年同期比171.3%）、当期純利益は34億３千１百万円（前年同期比176.4%）となりました。

 部門別の営業内容については次のとおりであります。 

 チーズ部門におきましては、主力のベビーチーズ４個入シリーズの販売が引き続き好調に推移し、スライスチー

ズ、６Ｐチーズも伸長しました。その結果、売上高は446億７千５百万円（前年同期比104.5%）となりました。同部

門では、新製品として「ビールに合うベビーチーズゆず胡椒入り」、「フロマジュエル抹茶ショコラ」、「チーズデ

ザートベジ６Ｐキャロット＆ゴールデンパイン」等を発売いたしました。 

 ナッツ部門におきましては、新製品として「チーズバル30g」、「ナッツバルビールに合うミックス55g」等を発売

いたしました。その一方で、中元・歳暮といったギフト等が振るわず、売上高は８億９千１百万円（前年同期比

102.2%）となりました。 

 チョコレート部門におきましては、リンドールやハイカカオシリーズが好調であったことから売上高は14億２百万

円（前年同期比116.4%）となりました。 

 その他部門におきましては、売上高は１億４千６百万円（前年同期比85.2%）となりました。 

（次期の見通し） 

 今後の国内経済の見通しにつきましては、いわゆるトランプショックによる余波が日本の市場にも混乱をもたらす

ことが予想され、インバウンド需要も一服し、先行きの不透明感が漂っております。 

 乳製品業界におきましては、世界的に生乳の供給過多だったバランスが反転し、輸入原料チーズ価格が上昇しまし

たが、今後中長期ではどのように推移をするのかを見極め対処してまいります。また、ＴＰＰや日欧ＥＰＡ等輸入関

税については今後の動向を注視し有利な原料調達に努めてまいります。また、原料原産地表示やＨＡＣＣＰの義務化

等食品をめぐる法令・制度変更等にも適切に対応してまいります。 

 このような状況下ではありますが、当社といたしましては、新しい市場、事業領域を探索するための活動を展開し

てまいります。また、食品メーカーとして最も重要な食の安全・安心の確保を最優先し、「開発先導型活力企業」な

らびに「高収益安定企業」の実現に向けて引き続き取り組んでまいります。 

 平成29年12月期の業績予想といたしましては、売上高495億２千万円、営業利益39億５千万円、経常利益40億円、

当期純利益27億２千万円を見込んでおります。 

 

(2）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当事業年度末の資産は、現金及び預金が64億１千８百万円、売掛金が５億８千５百万円、投資有価証券が２億５千

６百万円、破産更生債権等が１億５千４百万円増加し、短期貸付金が59億９千９百万円、有形固定資産が３億２千２

百万円、原材料が２億１千万円、関係会社株式が２億７百万円減少したこと等により、前事業年度末と比較し７億７

千万円増加し、335億２千３百万円となりました。また負債は未払法人税等が３億３千４百万円、未払費用が２億５

千３百万円、未払消費税等が１億２千７百万円増加し、買掛金が９億３千１百万円、厚生年金基金解散損失引当金が

１億４千７百万円、未払金が１億２千５百万円減少したこと等により、前事業年度末と比較し４億７千３百万円減少

し、123億８千４百万円となりました。純資産は当期純利益の計上や自己株式の増加等により12億４千４百万円増加

し、211億３千９百万円となりました。
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② 当事業年度のキャッシュ・フローの状況

  （営業活動によるキャッシュ・フロー）

    営業活動によるキャッシュ・フローは36億３千６百万円の収入（前事業年度は32億６千５百万円の収入）となり

ました。主な要因は税引前当期純利益、減価償却費の増加による収入であります。

    （投資活動によるキャッシュ・フロー）

    投資活動によるキャッシュ・フローは50億７千万円の収入（前事業年度は19億２千６百万円の支出）となりまし

た。主な要因は短期貸付金の減少による収入であります。

  （財務活動によるキャッシュ・フロー）

    財務活動によるキャッシュ・フローは22億５千万円の支出（前事業年度は３億７百万円の支出）となりました。

主な要因は自己株式の取得による支出であります。

    以上の結果、当事業年度末の現金及び現金同等物の残高は、107億１千８百万円（前事業年度末は42億８千８百

万円）となりました。

 

    （参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成26年12月期 平成27年12月期 平成28年12月期

自 己 資 本 比 率 59.6％ 60.7％ 63.1％

時 価 ベ ー ス の 自 己 資 本 比 率 76.5％ 109.0％ 146.9％

債 務 償 還 年 数 0.8年 0.5年 0.4年

インタレスト・カバレッジ・レシオ 130.8倍 258.1倍 342.2倍

 
   

   自己資本比率：自己資本／総資産

   時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

   債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

   インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

 

 （注）１． 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。

   ２.  営業キャッシュ・フローはキャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用してお

ります。有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象とし

ております。また、利払いについては、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 利益配分につきましては、企業体質の強化のために内部留保の充実を図ること、また、株主の皆様へ安定的な配

当を継続することを基本方針としております。当期におきましては、１株につき20.0円（普通配当）の期末配当を

実施する予定であります。なお、次期の配当につきましても上記方針に基づき１株につき20.0円（普通配当）の期

末配当を実施する予定であります。
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２．企業集団の状況

 

当社は、チーズの製造販売、ナッツ等の食品の販売及びチョコレートの輸入販売を主な事業内容としております。

 (1) 当社の事業に係る位置づけ

 チーズについては当社が製造販売しており、ナッツについては、外部の加工業者に製造を委託し当社が販売して

おります。チョコレートについてはスイス、リンツ＆シュプルングリー社より直接輸入して当社で販売しておりま

す。また、チーズ、ナッツ等の製品の販売にあたってはその大部分を三菱商事株式会社を通じて行っております。

 なお、当社のその他の関係会社であった三菱商事株式会社は、平成28年３月15日に同社が保有する当社株式

（1,072千株）を売却しております。これにより同社は「その他の関係会社」から「主要株主」へ異動しておりま

す。

 

 (2）事業の系統図
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

 当社は、「健康で、明るく、楽しい食文化の提供によって社会に貢献する」企業を目指して事業展開を進めており

ます。健康で、明るく、楽しい食文化の提供とは、食をとおして、健康づくりとともに、新しい食べ方・新しい味・

新しい食シーンを提案することや、食の場での豊かな人間関係の形成や精神的な充足感を味わうことのできる場を提

供することと考えております。そうした活動をとおし、お客様の支持を得た開発力のある競争優位な企業として展開

すべく経営活動を推進していく方針であります。

 

(2）中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題

 当社は、「健康で、明るく、楽しい食文化の提供によって社会に貢献する」という経営理念の実践のため、「開発

先導型活力企業」ならびに「高収益安定企業」を目指して活動しております。 

 「開発先導型活力企業」としては、「チーズデザート熊本県産和栗６Ｐ」、「大人のくちどけチーズ」、「プレミ

アムベビーチーズ熟成ゴーダ」、「フロマジュエル抹茶ショコラ」といった魅力ある商品を発売しました。また、チ

ーズと食シーンとの融合による新しい需要の創造を狙った「チーズデザートベジ６Ｐトマトベリー＆オレンジ」、

「同キャロット＆ゴールデンパイン」を発売しております。 

 「高収益安定企業」としては、当社ではアメーバ経営を推進しており、細分化した社内のアメーバ組織をそれぞれ

のアメーバリーダーに経営させることで経営感覚を持つ人材を育成しております。また、六甲バターフィロソフィを

全社員に浸透・実践させることで意識のベクトルを合わせて全員参加による経営を目指しております。 

 

(3）目標とする経営指標 

 当社は、主な経営指標として売上高経常利益率、自己資本比率および自己資本当期純利益率を使用しております。

少ない総資本で高い利益を上げることを目標とする一方で、自己資本を充実させて会社の安定性を確保し、また、株

主への安定的な利益還元を実現させるために、それらの指標のバランスを見ながら配当政策を構築することが、会社

の経営の安定と株主への利益還元を両立させることにつながるものと考えております。

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社の利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏しいため、会

計基準につきましては日本基準を適用しております。
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５．財務諸表

（１）貸借対照表
 

    (単位：千円) 

  前事業年度 
(平成27年12月31日) 

当事業年度 
(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,694,073 11,112,418 

受取手形 ※２ 44,402 ※２ 6,856 

電子記録債権 187,998 206,844 

売掛金 ※１ 10,211,435 10,796,974 

商品及び製品 1,723,101 1,676,143 

仕掛品 46,731 51,349 

原材料 1,354,896 1,144,565 

前払費用 39,859 48,448 

繰延税金資産 445,753 471,442 

未収入金 2,816 8,206 

短期貸付金 6,002,882 3,260 

その他 33,163 40,466 

貸倒引当金 △140 △12,500 

流動資産合計 24,786,973 25,554,478 

固定資産    

有形固定資産    

建物 5,498,608 5,523,456 

減価償却累計額 △3,612,899 △3,773,733 

建物（純額） 1,885,709 1,749,723 

構築物 431,841 432,351 

減価償却累計額 △358,617 △371,228 

構築物（純額） 73,223 61,122 

機械及び装置 10,940,380 11,769,855 

減価償却累計額 △8,735,908 △9,329,456 

機械及び装置（純額） 2,204,472 2,440,398 

車両運搬具 101,618 108,748 

減価償却累計額 △88,676 △93,638 

車両運搬具（純額） 12,941 15,110 

工具、器具及び備品 543,264 552,897 

減価償却累計額 △493,946 △514,937 

工具、器具及び備品（純額） 49,318 37,960 

土地 1,148,110 1,154,411 

建設仮勘定 532,781 125,133 

有形固定資産合計 5,906,557 5,583,860 

無形固定資産    

電話加入権 11,091 11,091 

商標権 － 5,548 

ソフトウエア 9,672 17,862 

ソフトウエア仮勘定 － 61,118 

無形固定資産合計 20,763 95,621 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成27年12月31日) 
当事業年度 

(平成28年12月31日) 

投資その他の資産    

投資有価証券 935,450 1,191,847 

関係会社株式 207,464 － 

出資金 1,500 － 

従業員に対する長期貸付金 4,936 5,127 

破産更生債権等 2,300 156,423 

長期前払費用 10,820 20,477 

前払年金費用 769,923 852,349 

その他 123,717 116,764 

貸倒引当金 △17,601 △53,601 

投資その他の資産合計 2,038,511 2,289,389 

固定資産合計 7,965,832 7,968,871 

資産合計 32,752,806 33,523,350 

負債の部    

流動負債    

支払手形 44,232 43,085 

電子記録債務 53,793 65,647 

買掛金 ※１ 4,198,034 3,266,888 

短期借入金 1,500,000 1,500,000 

リース債務 － 1,453 

未払金 388,919 263,692 

未払法人税等 854,811 1,188,990 

未払消費税等 234,155 361,442 

未払費用 3,607,790 3,861,202 

預り金 142,827 147,715 

設備関係支払手形 24,275 8,024 

株主優待引当金 7,300 5,700 

役員賞与引当金 50,000 73,000 

その他 29,225 11,812 

流動負債合計 11,135,365 10,798,654 

固定負債    

リース債務 － 6,177 

退職給付引当金 1,259,928 1,196,908 

厚生年金基金解散損失引当金 147,000 － 

長期未払金 285,725 257,577 

繰延税金負債 16,108 111,151 

その他 13,696 13,837 

固定負債合計 1,722,458 1,585,653 

負債合計 12,857,824 12,384,307 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成27年12月31日) 
当事業年度 

(平成28年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,843,203 2,843,203 

資本剰余金    

資本準備金 800,000 800,000 

その他資本剰余金 1,722,740 1,722,740 

資本剰余金合計 2,522,740 2,522,740 

利益剰余金    

その他利益剰余金    

固定資産圧縮積立金 84,888 86,891 

別途積立金 10,100,000 12,600,000 

繰越利益剰余金 4,267,771 4,837,190 

利益剰余金合計 14,452,659 17,524,082 

自己株式 △425,751 △2,314,436 

株主資本合計 19,392,851 20,575,589 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 511,709 554,137 

繰延ヘッジ損益 △9,578 9,315 

評価・換算差額等合計 502,130 563,452 

純資産合計 19,894,982 21,139,042 

負債純資産合計 32,752,806 33,523,350 

 

- 8 -

六甲バター㈱（2266）平成28年12月期　決算短信（非連結）



（２）損益計算書
 

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年12月31日) 

当事業年度 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 ※７ 45,001,379 ※７ 47,115,238 

売上原価    

商品及び製品期首たな卸高 1,452,562 1,723,101 

当期製品製造原価 22,348,799 21,175,663 

当期商品仕入高 4,093,842 3,829,787 

合計 27,895,204 26,728,552 

他勘定振替高 ※１ 150,077 ※１ 188,849 

商品及び製品期末たな卸高 1,723,101 1,676,143 

商品及び製品売上原価 ※７,※８ 26,022,025 ※７,※８ 24,863,558 

売上総利益 18,979,354 22,251,679 

販売費及び一般管理費 ※２,※３ 15,984,655 ※２,※３ 17,054,355 

営業利益 2,994,698 5,197,323 

営業外収益    

受取利息 5,789 4,451 

有価証券利息 361 370 

受取配当金 21,534 21,881 

収入賃貸料 22,057 22,057 

為替差益 6,141 － 

資材売却益 5,863 9,034 

その他 14,247 14,311 

営業外収益合計 75,994 72,107 

営業外費用    

支払利息 12,319 10,670 

為替差損 － 38,216 

支払手数料 5,250 1,000 

賃貸資産費用 5,249 3,601 

遊休資産費用 8,903 9,476 

その他 546 918 

営業外費用合計 32,268 63,882 

経常利益 3,038,424 5,205,548 

特別利益    

固定資産売却益 － ※４ 99 

厚生年金基金解散損失引当金戻入額 103,000 － 

特別利益合計 103,000 99 

特別損失    

固定資産廃棄損 ※５ 10,929 ※５ 8,926 

減損損失 ※６ 4,444 ※６ 6,850 

投資有価証券評価損 － 2,800 

特別損失合計 15,374 18,577 

税引前当期純利益 3,126,050 5,187,070 

法人税、住民税及び事業税 1,136,000 1,701,000 

法人税等調整額 44,573 54,899 

法人税等合計 1,180,573 1,755,899 

当期純利益 1,945,476 3,431,170 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日）

              (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  
資本準備金 

その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

その他利益剰余金 
利益剰余金
合計   

固定資産圧
縮積立金 

別途積立金 繰越利益剰
余金 

当期首残高 2,843,203 800,000 1,722,740 2,522,740 80,631 9,100,000 3,290,208 12,470,840 

会計方針の変更による累積
的影響額             344,703 344,703 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 2,843,203 800,000 1,722,740 2,522,740 80,631 9,100,000 3,634,912 12,815,543 

当期変動額                 

剰余金の配当             △308,360 △308,360 

別途積立金の積立           1,000,000 △1,000,000   

当期純利益             1,945,476 1,945,476 

自己株式の取得                 

固定資産圧縮積立金の積立         4,256   △4,256   

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）                 

当期変動額合計 － － － － 4,256 1,000,000 632,859 1,637,116 

当期末残高 2,843,203 800,000 1,722,740 2,522,740 84,888 10,100,000 4,267,771 14,452,659 

 

           

  株主資本 評価・換算差額等 
純資産合計 

  自己株式 株主資本合計 
その他有価証券
評価差額金 繰延ヘッジ損益 

評価・換算差額
等合計 

当期首残高 △425,223 17,411,560 387,018 17,293 404,312 17,815,872 

会計方針の変更による累積
的影響額   344,703       344,703 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

△425,223 17,756,263 387,018 17,293 404,312 18,160,575 

当期変動額             

剰余金の配当   △308,360       △308,360 

別途積立金の積立             

当期純利益   1,945,476       1,945,476 

自己株式の取得 △528 △528       △528 

固定資産圧縮積立金の積立             

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）     124,691 △26,872 97,818 97,818 

当期変動額合計 △528 1,636,587 124,691 △26,872 97,818 1,734,406 

当期末残高 △425,751 19,392,851 511,709 △9,578 502,130 19,894,982 
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当事業年度（自 平成28年１月１日 至 平成28年12月31日）

              (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  
資本準備金 

その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

その他利益剰余金 
利益剰余金
合計   

固定資産圧
縮積立金 

別途積立金 
繰越利益剰
余金 

当期首残高 2,843,203 800,000 1,722,740 2,522,740 84,888 10,100,000 4,267,771 14,452,659 

当期変動額                 

剰余金の配当             △359,748 △359,748 

別途積立金の積立           2,500,000 △2,500,000   

当期純利益             3,431,170 3,431,170 

自己株式の取得                 

固定資産圧縮積立金の積立         2,003   △2,003   

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）                 

当期変動額合計 － － － － 2,003 2,500,000 569,419 3,071,422 

当期末残高 2,843,203 800,000 1,722,740 2,522,740 86,891 12,600,000 4,837,190 17,524,082 

 

           

  株主資本 評価・換算差額等 
純資産合計 

  自己株式 株主資本合計 
その他有価証券
評価差額金 繰延ヘッジ損益 

評価・換算差額
等合計 

当期首残高 △425,751 19,392,851 511,709 △9,578 502,130 19,894,982 

当期変動額             

剰余金の配当   △359,748       △359,748 

別途積立金の積立             

当期純利益   3,431,170       3,431,170 

自己株式の取得 △1,888,684 △1,888,684       △1,888,684 

固定資産圧縮積立金の積立             

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）     42,427 18,893 61,321 61,321 

当期変動額合計 △1,888,684 1,182,737 42,427 18,893 61,321 1,244,059 

当期末残高 △2,314,436 20,575,589 554,137 9,315 563,452 21,139,042 
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（４）キャッシュ・フロー計算書
 

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年12月31日) 

当事業年度 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前当期純利益 3,126,050 5,187,070 

減価償却費 893,529 941,413 

減損損失 4,444 6,850 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 10,000 23,000 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △38,544 △63,019 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 40 48,360 

厚生年金基金解散損失引当金の増減額（△は減

少） 
△103,000 △147,000 

長期未払金の増減額（△は減少） △11,049 △28,148 

支払利息 12,319 10,670 

受取利息及び受取配当金 △27,684 △26,704 

為替差損益（△は益） △197 40,845 

固定資産廃棄損 10,929 8,926 

固定資産売却損益（△は益） － △99 

投資有価証券評価損益（△は益） － 2,800 

売上債権の増減額（△は増加） △140,346 △566,839 

たな卸資産の増減額（△は増加） △266,373 252,670 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 27,435 △21,323 

前払年金費用の増減額（△は増加） △87,489 △82,425 

その他の固定資産の増減額（△は増加） 6,631 △155,327 

仕入債務の増減額（△は減少） 140,739 △920,438 

未払費用の増減額（△は減少） 298,935 253,409 

その他 △52,828 265,852 

小計 3,803,543 5,030,542 

利息及び配当金の受取額 27,684 26,704 

利息の支払額 △12,651 △10,628 

法人税等の支払額 △553,118 △1,409,779 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,265,458 3,636,839 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △816,091 △740,114 

定期預金の払戻による収入 1,765,202 737,654 

有形固定資産の取得による支出 △858,041 △841,034 

有形固定資産の売却による収入 － 100 

無形固定資産の取得による支出 － △81,727 

投資有価証券の取得による支出 △19,636 △3,714 

投資有価証券の売却による収入 0 － 

短期貸付金の増減額（△は増加） △2,002,050 5,999,621 

その他 3,688 10 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,926,928 5,070,795 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △528 △1,888,684 

配当金の支払額 △307,102 △361,131 

その他 － △1,088 

財務活動によるキャッシュ・フロー △307,630 △2,250,904 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,390 △27,024 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,027,509 6,429,705 

現金及び現金同等物の期首残高 3,261,364 4,288,873 

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 4,288,873 ※ 10,718,579 
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法
その他有価証券
時価のあるもの    決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定）
時価のないもの    移動平均法に基づく原価法
 

２．デリバティブ等の評価基準及び評価方法
時価法
 

３．たな卸資産の評価基準及び評価方法
商品及び製品 先入先出法に基づく原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法により算定する）
原材料    総平均法に基づく原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法により算定する）
仕掛品    先入先出法に基づく原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法により算定する）
 

４．固定資産の減価償却の方法
   (1) 有形固定資産（リース資産を除く）

 定率法によっております。ただし、平成10年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平
成28年４月１日以降取得した建物附属設備及び構築物については定額法によっております。

    なお、主要な耐用年数については以下のとおりであります。
建物    ３～50年
機械及び装置 10年

   (2) 無形固定資産（リース資産を除く）
 定額法によっております。主要な耐用年数については以下のとおりであります。

ソフトウエア ５年
商標権    10年 

(3)リース資産 
 リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法を採用しております。

 
 

５．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
 外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま
す。
 

６．引当金の計上基準
(1）貸倒引当金
 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい
ては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2）退職給付引当金
 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上
しております。
① 退職給付見込額の期間帰属方法
 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法について
は、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異の費用処理方法
 数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年
数（10年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。 

(3）株主優待引当金
 株主優待引当金は株主優待制度に基づく費用の発生に備えるため、翌事業年度において発生すると見込ま
れる額を計上しております。

(4）役員賞与引当金
 役員賞与引当金は役員への賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。
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７．ヘッジ会計の方法
・ヘッジ会計の方法

 繰延ヘッジ処理を採用しております。また、為替変動リスクのヘッジについて振当て処理の要件を充たし

ている場合には振当て処理を採用しております。

・ヘッジ方針とヘッジ手段、ヘッジ対象

ヘッジ方針…内規に基づき為替変動リスクを回避するためにデリバティブ取引を利用しております。当

事業年度にヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。

ヘッジ手段…為替予約

ヘッジ対象…外貨建金銭債権債務

・ヘッジ有効性評価の方法…為替予約取引については実需への振当てを行っているため、その対応関係の判定

をもって有効性の判定に代えております。

 

８．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

 手許現金、随時引き出し可能な現金及び容易に換金可能であり、かつ価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

 

９．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

  消費税等の処理方法

 税抜処理を採用しております。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を当事業年度より適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物

に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、この変更による当事業年度の営業利益、経常利益及び税引前当期純利益に与える影響は軽微であります。 

 

（表示方法の変更）

（損益計算書）

 前事業年度において「営業外収益」の「その他」に含めていた「資材売却益」は、営業外収益の100分の10を超え

たため、当事業年度より区分掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度の財務諸

表の組替を行っております。

 この結果、前事業年度の損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示していた5,863千円は、「資材

売却益」として組替えております。

 

（追加情報）

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正）

 「所得税法等の一部を改正する法律」及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」が平成28年３月29日に、ま

た、「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の法律等の

一部を改正する法律」及び「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法及び地方

交付税法の一部を改正する法律等の一部を改正する法律」が平成28年11月18日に国会で成立したことに伴い、当事業

年度の繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用した法定実効税率は、平成29年１月１日に開始する事業年度及び

平成30年１月１日に開始する事業年度において解消が見込まれる一時差異等については30.8％に、平成31年１月１日

に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異等については30.6％にそれぞれ変更されております。

 この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は26,818千円減少し、法人税等

調整額が38,597千円、その他有価証券評価差額金が11,580千円、繰延ヘッジ損益が199千円増加しております。
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（貸借対照表関係）

※１．関係会社に対する債権及び債務は次のとおりであります。 

 
前事業年度

（平成27年12月31日）
当事業年度

（平成28年12月31日）

売掛金 9,032,838千円 －千円

買掛金 1,488,328 －

 （注）三菱商事株式会社に対する債権及び債務については、属性がその他の関係会社から主要株主へ変更となったた

め、除外しております。

 

※２．事業年度末日満期手形の会計処理 

 事業年度末日（金融機関休業日）満期日の受取手形については、同日に決済されたものとして処理して

おり、その金額は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成27年12月31日）
当事業年度

（平成28年12月31日）

受取手形 59,470千円 10,532千円

 

（損益計算書関係）

※１ 他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。

 
 
 

前事業年度
（自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日）

当事業年度
（自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日）

宣伝見本研究等振替高   150,077千円   188,849千円

 

※２ 販売費に属する費用のおおよその割合は前事業年度92％、当事業年度92％、一般管理費に属する費用の

おおよその割合は前事業年度8％、当事業年度8％であります。

 主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前事業年度 

（自 平成27年１月１日 
  至 平成27年12月31日） 

当事業年度 
（自 平成28年１月１日 

  至 平成28年12月31日） 

荷造運送費 1,220,493千円 1,226,752千円 

販売促進費 10,548,524 11,370,091 

給与諸手当 1,293,962 1,336,039 

退職給付費用 141,236 84,912 

減価償却費 19,651 16,832 

貸倒引当金繰入額 － 48,360 

役員賞与引当金繰入額 50,000 73,000 

 

※３ 販売費及び一般管理費に含まれる研究開発費は次のとおりであります。

 
前事業年度 

（自 平成27年１月１日 
  至 平成27年12月31日） 

当事業年度 
（自 平成28年１月１日 

  至 平成28年12月31日） 

研究開発費 172,871千円 178,750千円 

 

 

※４ 固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。 

 
 
 

前事業年度
（自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日）

当事業年度
（自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日）

車両運搬具   －千円   99千円
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※５ 固定資産廃棄損の内訳は次のとおりであります。 

 
 
 

前事業年度
（自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日）

当事業年度
（自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日）

建物   2,078千円   1,508千円

構築物   －   72

機械及び装置   8,697   7,279

車両運搬具   0   0

工具、器具及び備品   152   65

計   10,929   8,926

※６ 以下の資産グループについて減損損失を計上しております。 

前事業年度（自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日）

場所 用途 種類

兵庫県加西市 遊休資産 機械及び装置

 当社は、継続的に損益の把握をおこなっている管理会計上の部門を基礎として、遊休資産については、個々の

資産を最小単位としてグルーピングを行っております。兵庫県加西市の遊休資産については、遊休状態になり将

来の用途が定まっていないため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失4,444千円として

特別損失に計上いたしました。

 なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、他への転用や売却が困難であることから正味売却価

額を零円としております。

 

当事業年度（自 平成28年１月１日 至 平成28年12月31日）

場所 用途 種類

兵庫県加西市 遊休資産 機械及び装置

 当社は、継続的に損益の把握をおこなっている管理会計上の部門を基礎として、遊休資産については、個々の

資産を最小単位としてグルーピングを行っております。兵庫県加西市の遊休資産については、遊休状態になり将

来の用途が定まっていないため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失6,850千円として

特別損失に計上いたしました。

 なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、他への転用や売却が困難であることから正味売却価

額を零円としております。

 

※７ 関係会社との取引は次のとおりであります。

 
 
 

前事業年度
（自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日）

当事業年度
（自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日）

売上高   39,893,897千円   7,662,111千円 

仕入高   8,472,257   1,230,120

（注）三菱商事株式会社との取引高については、属性がその他の関係会社から主要株主へ変更となったため、その他の関

係会社であった期間のみ記載しております。

 

※８ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含ま

れております。

 
前事業年度 

（自 平成27年１月１日 
  至 平成27年12月31日） 

当事業年度 
（自 平成28年１月１日 

  至 平成28年12月31日） 

  70,789千円 22,775千円 

 

- 16 -

六甲バター㈱（2266）平成28年12月期　決算短信（非連結）



（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株式
数（株）

当事業年度増加株式
数（株）

当事業年度減少株式
数（株）

当事業年度末株式数
（株）

発行済株式        

普通株式 21,452,125 － － 21,452,125

合計 21,452,125 － － 21,452,125

自己株式        

普通株式 （注） 894,749 333 － 895,082

合計 894,749 333 － 895,082

（注）自己株式の増加333株は、単元未満株式の買取によるものであります。

 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成27年３月27日

定時株主総会
普通株式 308,360 15.0 平成26年12月31日 平成27年３月30日

 

(2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年３月29日

定時株主総会
普通株式 359,748 利益剰余金 17.5 平成27年12月31日 平成28年３月30日
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当事業年度（自 平成28年１月１日 至 平成28年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株式
数（株）

当事業年度増加株式
数（株）

当事業年度減少株式
数（株）

当事業年度末株式数
（株）

発行済株式        

普通株式 21,452,125 － － 21,452,125

合計 21,452,125 － － 21,452,125

自己株式        

普通株式 （注） 895,082 1,072,406 － 1,967,488

合計 895,082 1,072,406 － 1,967,488

（注）自己株式の増加1,072,406株は、取締役会決議に基づく取得1,072,000株、及び単元未満株式の買取406株に

よるものであります。

 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年３月29日

定時株主総会
普通株式 359,748 17.5 平成27年12月31日 平成28年３月30日

 

(2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年３月29日

定時株主総会
普通株式 389,692 利益剰余金 20.0 平成28年12月31日 平成29年３月30日

 

 

（キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前事業年度

（自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日）

当事業年度
（自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日）

現金及び預金勘定 4,694,073千円 11,112,418千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △405,200 △393,839

現金及び現金同等物 4,288,873 10,718,579
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前事業年度（自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日）及び当事業年度（自 平成28年１月１日 至

平成28年12月31日）

 当社の事業は、チーズ類、ナッツ類及びチョコレート類等の食料品の製造・販売業であり、単一セグメン

トであるため、記載を省略しております。
 

【関連情報】

前事業年度（自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日） 

１. 製品及びサービスごとの情報

 単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省

略しております。
 

２．地域ごとの情報

（１）売上高

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載しておりません。
 
（２）有形固定資産

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載しておりません。
 

３. 主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

三菱商事株式会社 39,893,897 食品製造販売業

（注）当社は単一セグメントであります。
 
当事業年度（自 平成28年１月１日 至 平成28年12月31日） 

１. 製品及びサービスごとの情報

 単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省

略しております。
 

２．地域ごとの情報

（１）売上高

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載しておりません。
 
（２）有形固定資産

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載しておりません。
 

３. 主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

三菱商事株式会社 41,667,745 食品製造販売業

（注）当社は単一セグメントであります。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

 単一セグメントであるため記載を省略しております。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

 該当事項はありません。
 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

 該当事項はありません。
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（開示の省略）

 「未適用の会計基準等」「リース取引」、「金融商品」、「有価証券」、「デリバティブ取引」、「退職給付」、

「ストックオプション等」、「税効果会計」、「資産除去債務」、「賃貸等不動産」、「関連当事者情報」について

は、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略します。

 

（１株当たり情報）

 
前事業年度

（自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日）

当事業年度
（自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日）

１株当たり純資産額（円） 967.79 1,084.91

１株当たり当期純利益金額（円） 94.64 173.89

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

   ２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日）

当事業年度
（自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日）

当期純利益（千円） 1,945,476 3,431,170

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 1,945,476 3,431,170

期中平均株式数（千株） 20,557 19,732

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

 該当事項はありません。
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６．その他

（１）役員の異動

（平成29年３月29日付予定）

 

１．代表取締役の異動

 異動予定はありません。

 

２.その他の役員の異動

①新任取締役候補

常勤：

斎藤 保典（現：家庭用営業部長）

 

非常勤：

小山 剛（三菱商事株式会社農産酪農部部長 兼 株式会社サラダクラブ取締役 兼 株式会社ジェー・シー・

シー取締役）

岩野 了（合同会社デザインサポート代表）

※小山 剛氏及び岩野 了氏は会社法第２条第15号に規定する社外取締役の候補者であります。

岩野 了氏は東京証券取引所有価証券上場規定第436条第２項に規定する独立役員の候補者であります。

 

②退任予定取締役 

常勤： 

大濱 計介（現：相談役）

岡田 裕之（現：営業本部長付）

なお、大濱 計介氏は退任後当社相談役に就任する予定です。

 

（２）生産、受注及び販売の状況 

 

①生産実績

  (単位：千円）

部     門

前事業年度

（自 平成27年１月１日

  至 平成27年12月31日)

当事業年度

（自 平成28年１月１日

  至 平成28年12月31日)

チ ー ズ 42,021,852 43,445,149

（注）１．金額は販売価格によっております。

   ２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

②受注実績

   当社は市場動向の予測に基づく見込生産を行っており、受注生産は行っておりません。
 
③販売実績

(単位：千円）

部     門

前事業年度

（自 平成27年１月１日

至 平成27年12月31日）

当事業年度

（自 平成28年１月１日

至 平成28年12月31日）

対前年

増減率（％）

チ ー ズ 42,752,544 44,675,256 4.5

ナ ッ ツ 871,983 891,429 2.2

チ ョ コ レ ー ト 1,204,965 1,402,162 16.4

そ の 他 171,886 146,388 △14.8

合    計 45,001,379 47,115,238 4.7
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